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元請工事　15現場システム導入実施、携帯電話による運用試行

１）全国交通安全運動 4/6～15、9/21～30 ５）全国労働衛生週間(ﾎﾟｽﾀｰの配布) 10/1～10/7(9月準備期間)  　4月　交通災害防止 　８月　感電災害防止 １２月　歳末無事故・無災害、ケーブル誤切断防止

２）安全衛生大会 6、7月(各店で実施) ６）火災予防運動 11/9～15、3/1～7 　5月　墜落災害防止 　９月　建設機械・電動工具災害防止 　１月　年頭無事故・無災害
３）全国安全週間(ﾎﾟｽﾀｰの配布) 7/1～7/7(6月準備期間) 　 ７）年末年始災害防止強調期間(ﾎﾟｽﾀｰの配布) 12/1～1/15　　     　６月　５S運動・漏水事故防止 １０月　健康管理 　２月　危険工程の抽出と作業手順書作成

４）電気使用安全月間 8/1～31 ８）年度末労働災害防止強調月間(ﾎﾟｽﾀｰの配布) 3/1～3/31 　７月　埋設物・火災事故防止・熱中症予防 １１月　火災予防 　３月　年度末労働災害防止

月　　　間　　　目　　　標

5．健康な職場環境の構築
      有給他休暇取得の推進

　■健康な職場環境の構築と有給休暇取得推進

社員の有給取得率、リフレッシュ休暇取得率はともに
100％となり、目標を達成。社有車等の運転で2023年
度は事故0を達成。2024年度も施策継続を行う。

総　括
2023年度は事業計画については目標達成し、完工高は過去最高で稼働が多い1年でした。NTT及
び民間物件がが多く、パトロール件数も増題しました。一昨年は現場事故、交通事故が計9件発生
し、全国的に東海支店が事故が多いとの印象でしたが、今期は　現場・交通事故0件となり、社
員、協力会社の意識が高まったと思われます。　危険工程会議による現場立会パトロールも可能な
限り実施し、経験浅い作業員への声掛け等により現場の雰囲気がよくなった結果と思われる。ES
部での施策継続で現場への集中力が維持できていると思われる。継続して過去の事故、クレームを
再教育し、危険を予知する意識を高め無事故・無災害をさらに継続する。

■過去の事故事例による再発防止策の情報共有

■協力会社と共同開催による勉強会の継続実施

■当社及びNACS、NFの研修会への参加推進
NF現場代理人研修68名参加、NACS東海支部　安全大
会、安全研修会　35名参加

■ICTを利用した安全パトロールの効率化と情
報共有

安全巡回点検、部課長パトロール　i-Reporter利用
100％

■VR等の疑似体験を利用した安全教
育の高度化

■協力会会員ポータルの利用推進と内
容拡充

羽田研修センターより2023年度VR事故体験装置4回借
用
社員・派遣56名 協力会社9社44名 計100名実施
協力会ポータルへの適時、情報登録
毎月、利用促進メール配信　月利用率80％以上で目標
達成　　年間利用率　85,4％実施

５．健康な職場環境の構
　築と有給休暇取得推進

　■健康な職場環境の構築、有給休暇取得徹底の推進

総務部　・４週８休に向けた現場運営と休暇取得徹底の推進

 

年　　　間　　　行　　　事

4．建設キャリアアップ
　システムの加入促進
    と実施現場での確実
    な運用

安全品質
管理部
ES部

　■協力会社へ事業者・技能者登録の推進及び確認
    ・協力会社への事業者、技能者登録の推進加速（1次100%・2次以降80%）

　■元請現場での建設キャリアアップシステムの運用推進

　・元請け工事での運用実施拡大（15現場）、携帯電話での運用試行

3．過去の事故事例活用
      による繰り返し型
       災害の防止

安全品質
管理部

　■過去の事故事例による再発防止策の情報共有

　　・当月の事故等と過去の事故・瑕疵クレームについて安全衛生協議会にて周知実施（1回/月）

　■協力会社と共同開催による勉強会の継続実施

　　・安全衛生協力会と共同により、安全集会を開催　勉強会実施　（2回/年以上）

　■当社及びNACS、NFの研修会への参加推進 

　　・NF現場代理人研修及びNACS東海支部　研修会への参加推進

安全品質管理部
総務部

　■ICTを利用した安全パトロールの効率化と情報共有

　・i-Reporterによる安全パトロール巡回記録の即時回覧共有に実施

　■VR等の疑似体験を利用した安全教育の高度化

　■協力会会員ポータルの利用推進と内容拡充

　　・安衛協ポータルサイトへ登録事項拡充・利用促進

　　　　　（KY参加時に、経験5年以下作業員、社員への声掛け、過去の事故事例説明実施）

　■自社幹部・協力会による特別パトロールの強化

　　・本店幹部及び支店幹部による特別パトロール実施（4０回）

　　・協力会パトロールの実施及び参加推進（1回/12か月＝12回）

2．ＩＣＴを活用した
      安全衛生管理の高
      度化と効率化

１２月 １月 ２月 ３月

１．安全パトロールの徹
      底とコミュニケー
      ションの活性化

安全品質
管理部
ES部

安全品質管理部
ＥＳ部門

　■安全パトロール強化

　　・本工事現場の実施工程及び危険工程へ朝礼参加で安パトを実施（目標４0０回）

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月施策項目 具体的実施計画内容 計画部門 実施部門 ４月 ５月

日比谷総合設備株式会社 東海支店

安　全　衛　生　基　本　理　念 ２０２3年 度 安 全 衛 生 活 動 結 果

施策項目 具体的計画内容 実施結果

安全衛生大会、安全集会×3回　計4回開催
最近の事故、過去の事故事例及び再発防止について再周
知
毎月のES部会・安衛協にて安全・品質について報告
12回実施
訪問教育 12回 実施

２０２４　 年　　度　　取　　組　　施　　策 ２０２ 4   年　度　　安　　全　　衛　　生　　計　　画　　表　　

３．協力会社に対し,過去
　　の事故・クレーム事
       例の職種ごとにまと
      めた資料等での勉強会

４．建設キャリアアップ
       システムの加入促進
       と実施現場での確実
       な運用

■協力会社へ事業者・技能者登録の推進及び確認

建設CCUSへの事業者、技能者登録について、一次業者
100％、二次以降80％を目標に四半期毎アンケート実
施。一次業者は技能者89.3％　二次以降　事業者
76.9％・技能者　77.1％　増加傾向

■元請現場での建設キャリアアップシステムの
運用推進

CCUS元請運用については、キャリアリンク登録を実施
し目標15件を達成した。現場での運用を声掛けを行
う。

１．安全品質パトロール
      の徹底とリモート巡視
      も活用したコミュニケ
      ーションの活性化

■安全パトロールの強化

安全パトロールは安品部による巡回点検、ES部による
部課長パトロールで目標を400回として実施。安品部
216回、ES部での366回で合計581回の実施となっ
た。
経験の浅い作業員への声掛けにより作業環境を改善
2023年度事故0件達成

■自社幹部・協力会による特別パトロールの強
化

会社幹部による特別パトロール　42件目標達成
協力会パトロール　12回実施　協力会社参加率77％確
保（昨年度より4％アップ）

２．ＩＣＴを活用した
　　(Webカメラ,
　　　　i-Rrporter等)
　　安全品質管理の高度
       化と効率化

「人命尊重」は安全衛生活動の基本である。安全意識の高揚と
活性化を図り、快適な職場環境を形成することで「労働災害と
設備事故」の撲滅を目ざします。併せて「基本に忠実」を実践
し、お客様のベストパートナーとして信頼に応えます。

2024年 度 安 全 衛 生 方 針 ・ 目 標

■安全衛生方針
『安全は人が育てる』を基本とし危険要因の根絶

を目ざし、全員が参加する相互啓発型の安全文化
を創出し事故を撲滅します。

■安全衛生目標
・死亡災害・重大災害の撲滅
・環境事故「ゼロ」の継続
・社員の健康増進の強化

2024年度 東海支店安全衛生計画

スローガン

指差し呼称の励行
安全トレーニングの日１０日

点検の日 １６日

重 点 取 組 事 項

事故撲滅 ルールと手順を守って安全作業

事業者登録・技能者登録1次100%、2次以降80%を目標に推進強化を図る

NF代理人研修

協力会と合同で実施

◎重点取組事項
1．安全パトロールの徹底とコミュニケーションの活性化
2．ＩＣＴを活用した安全衛生管理の高度化と効率化

3．過去の事故事例活用による繰り返し型災害の防止
4．建設キャリアアップシステムの加入促進と実施現場での

確実な運用
５．健康な職場環境の構築と有給休暇取得推進

現場確認により環境改善の支援を実施、有給休暇・リフレッシュ休暇の毎月取得状況を確認し取得を推進させる

安全週間特別パト 衛生週間特別パト 年末年始特別 年度末特別パト

毎週の危険工程会議による危険工程立会計画・実施

事故、瑕疵クレーム事例を協議会にて共有

安全衛生大会周知

安衛協ポータルの運用・意見収集

1．安全パトロールの徹底とコミュニケーションの活性化
■安全パトロールの強化
■自社幹部・協力会による特別パトロールの強化

2．ＩＣＴを活用した安全衛生管理の高度化と効率化
■ICTを利用した安全パトロールの効率化と利用拡大
■VR等の疑似体験を利用した安全教育の高度化
■協力会会員ポータルの利用推進と内容拡充

3．過去の事故事例活用による繰り返し型災害の防止

■過去の事故事例による再発防止策の情報共有強化

■安全衛生協力会社との共同による勉強会の継続実施

■当社及びNACS、NFの研修会への参加推進

4．建設キャリアアップシステムの加入促進と実施現場での確実な運用
■協力会社へ事業者・技能者登録の推進及び利用拡大
■元請現場での建設キャリアアップシステムの運用推進

５．健康な職場環境の構築と有給休暇取得推進

パトロール資料3営業日以内の登録、共有

支店・大型現場VR体験 支店・大型現場VR体験

安衛協ポータルの利用促進・案内実施

安衛協ポータルの運用・意見収集

安全集会周知 安全集会周知

NF代理人研修

NACS安全大会 ＮＡＣＳ安全研修


